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l はじめに 】
大分県教育委員会では，平成26年度から「ふるさとの魅力発見・継承推進事

業Jに取り組み，子どもたちの郷土を愛する心の育成を目指しています。子ど

もたちのふるさとに対する誇りや愛着を養うことは，自己を大切にし，他者を

尊重する態度につながります。これからの変化の激しい社会を生き抜くために

は，子ども一人一人が「郷土」としづ心の拠りどころをもつことが必要です。

そこに，ふるさとの魅力を素材にして教材を作成する意義を見出すことができ

ます。

本県には，子どもたちにぜひ知ってほしい先人の伝記や逸話があります。昨

年度は本事業に関わり『道徳教育の一層の充実』というハンドブックを作成し

地域教材の開発方法の一例を示しました。今年度はそれに基づき，史談会や先

哲史料館，歴史資料館の方々と協同して，小学校用は「二孝女」の逸話を，中

しげみつまもる

学校用は「重光葵」の生き方を教材化しました。

道徳の授業における教材は，子どもたちのよりよい行為を支える内面的資質

を育てる上で，極めて大きな意味を持つものです。

ぜひ，本書を活用して，ふるさと大分の素材を生かした教材開発に挑戦した

り，子どもたちが自分との関わりで考え，議論し合うような授業を創造したり

することを期待しています。

終わりになりましたが，本書の作成に関わり，ご指導をいただいた多くの皆

様方に対し，心から感謝申し上げます。

平成 28年 3月

大分県教育庁義務教育課長後藤柴一



l 本書の活用の仕方 】
こんなときに，活用してください。

く〉道徳の授業実践

実践
Oふるさと大分の魅力を子どもたちに伝えたいときに!

O道徳の研究会や校内研修等の手引きが必要なときに!

O校内で，互見授業を行うときに!

く〉道徳の授業づくり

構想
0指導案完成までの手順を理解するときに!

O教材研究の方法を知りたいときに， ， 

0道徳の授業における発問等の手立てを考えるときに!

く〉道徳の教材づくり

創作
0道徳教材の作成の手順を知りたいときに!

0道徳教材の作成の留意点を理解するときに!

※本書は， I小学校学習指導要領解説特別の教科道徳編J，I中学校

学習指導要領解説特別の教科道徳編J(平成 27年 7月)に準拠

しています。

※本書の巻末に収録している教材は，印刷，コピーをして活用して

ください。

本書においては， r道徳の授業」 としづ言葉を使用しています。本書における「道徳

の授業Jとは，道徳の時間(文は道徳科)の授業のことを指します。

平成 27年に学習指導要領等が改正され，小学校で、は平成 30年(中学校は平成 31年)

に I道徳の時間」が「特別の教科道徳(道徳科)Jとなり，平成 27年から移行期間と

なっています。 市町村によっては，先行実施するところもあるかもしれません。

そこで，本書では「道徳の時間の授業」又は「道徳科の授業」のことを指す意味で，

「道徳の授業」 という 言葉を使用しています。

-2-



I小学校用の道徳教材
〈高学年〉

I章は， 3部構成になっています。

1. 教材になった出来事の紹介です。授業に

も活用できます。

2.教材の概要や作成の意図を示しています。

3. 学習指導案ができるまでの教材研究の方

法の一例を示しています。研究会や校内研

修等にも活用できます。

mJ 
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川弓手」って，何?】
① 「二孝女」ってどういう意昧?

「二孝女Jとし1う言葉は， i二人の親孝行な女性」

という意味です。

200年前の江戸時代に生きた「つゆ」と「ときj の

ことです。

②どんな親孝行をしたの?

「

ひたちのくに

「つゆjと「ときjの姉妹は旅の途中で、病気になった父親を常陸国(茨

城県)まで迎えにいきました。その道のりは約1200km(300里)にもなりま

す。江戸時代の旅はパスも電車もありません。 2人は約1200km離れた常陸

国(茨城県)まで，父親を迎えにいくために 2人で旅をしたのです。
，-_ーーーーーー ーー ーーーーーーーー一一一一一一一一一一
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臼杵の港から大阪の港まで， 17日間の船旅でした。そして，大阪の港か

ら父親がお世話になっている常陸国(茨城県)のお寺まで，歩いていきま

した。約 2ヶ月間にわたる長い旅でした。

③姉妹は，旅の途中でどんな人と出去ったの?

うすきはん さむらいいなばしげおき

臼杵藩の侍稲葉重置 やーー ー

2人は旅の途中で，偶然にもふ

るさと臼杵藩の侍に出会います。

重置は，仕事で江戸に向かう途

中でした。重置は 2人に食事をご

ちそうし，江戸までつきそってく

れました。

や しき ひらおさすけ

ムタ江戸屋敷の平尾佐介

AI 平尾佐介は臼杵藩江戸屋敷の

責任者でした。江戸で仕事して

いた佐介は， 2人の父親がお世

話になっているお寺に手紙を書

いた り， 旅のお金を渡したりし

ました。
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とまりやかんべえ

2人の旅を助けた泊屋勘兵衛

常陸国に入ると，大雨にみまわ

れた 2人は，勘兵衛夫婦の好意で，

家に泊めてもらいました。客人用

のふんわりした布団で，ゆっくり

休んだのでした。

ひたちのくに

危険なことも・

旅の途中はいいことばかりでは

ありません。 山道を歩いていると

突然，大男に道をふさがれたり ，

宿に泊まっていると知らない男か

らおどされたり，危険なこともあ

りました。

④姉妹は，常陸固 く茨城県〉の人たちから，どんなことをしてちらったの?

さるたげんせき

村の医者であった猿田玄碩は，

姉妹のやさしさに心を打たれ) 1 

日も早く父親の病気が治るように

治療すると約束しました。

また，玄碩の母親は，寒さを防

ぐためにあったかい上着をあげた

り，お金を渡したりしました。

み と は ん

じんえもん

村に住んでいる仁衛門は，姉

妹の父のことを心配し，何度も

見舞いに来ました。

仁衛門は自分が貧しい暮らし

をしているのに，たくわえてい

た米ゃあずきを姉妹にあげたの

でした。

水戸藩からは，暖房用の薪や食料，お金等が支給されました。また，父

親と姉妹がふるさとに帰るときには，親子 3人に新しい旅用の服と父親が

乗るかごが支給されました。

1887年に造 られ

た二孝女の記念碑

(臼杵市立川登小

学校)
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l.見校〈高学年〉用の教材 】

お知らせ

O授業で使う児童用の教材は，本書の巻末に収録しています。

0巻末に収録している教材には，挿給や語句の説明等ちあります。

O授業の際には，巻末の教材を印刷してご使用ください。

病気の父を迎えに常陸国へ ~あたたかい心に支えられた姉妹の旅物語~

1 .あらすじ
/ 

Oプロローグ

. 2人の娘が害う量三五にたどり着いた場面

. 2人の娘の紹介

・物語の起源

0父を迎えに 300里

-父，初右衛門は 7年もの間， 音信不通

・父，初右衛門の知らせを聞いた 2人

・父を迎えに常陸国(茨城県)に向かう決意をする 2人

. 2人の旅の様子(旅のきっさ，見ず知らずの人たちのあたたかい心)

. 7年 7か月 ぶりに再会する親子

0村人の思いやりの心とつゆとときの感謝の心

-病気の父に対する村人たちの思いやり

・父がお世話になっていた村の人たちにお礼まわり をする 2人

. 2人の懸命な姿に感動する村の人たちゃ水戸藩の役人たち

0ふるさとへの旅立ち

-常陸国を旅立つ親子

.71<戸藩の計らいや村人の様子

〆

0エンディング

-その後の 2人の様子

「二孝女」と しづ言葉を紹介

/
l
 

p
l
/
 ノ

ノ1
〉

0つゆとときの悩み

.ふるさとで広がる 2人の評判

.父に思いを告げる 2人

・父の言葉を聞いて，考える 2人
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2.教材に盛り込んだ内容について

0ねらいとする内容項目(感謝)を明確にするために

「二孝女」の逸話は，姉妹とその父親が多

くの方々の親切や思いやりに支えられ無事に

ふるさとに帰ってきたことを伝えています。

同時に，姉妹と父親は，人々から受けた親切

や思いやりに対して感謝の気持ちを忘れなか

ったそうです。

JiJ・
4L 

本教材では，姉妹が感謝の気持ちを行動で

表す場面仁姉妹が今の自分たちがいるのは

多くの人々の支えがあるからだと感じ始める

場面を描きました。

1!fE17h ¥ 1 

0児童が立ち止まって考える教材にするために

教材の後半に，つゆとときが父の言葉を聞

き，だまって考える場面を設定しま した。

いわゆる，1教材の行間」と呼ばれる部分で

す。「教材の行間」があるから，児童たちは 「つ

ゆとときはどんなことを考えたのだろう。」

と想像力を働かせたり， 1自分だ、ったら何を考

えただろう。」と自分との関わりで考えたり

するのです。

01二孝女Jの魅力を伝えるために

「二孝女」の魅力は，それを聞く人や読む人が，

えることができるところです。

- . 十一一------Lャん了一---

それぞれに感じ，考

この教材では，つゆとときの一途で懸命な姿を児童たちに伝えたいと

考え，旅の途中よりも茨城県に到着した後の出来事を中心に描きま した。

もちろん，父を迎えに行くことを決意する場面や旅の途中の多くの出

会い等も，この逸話の魅力です。この教材で興味をもった児童が， 1二

孝女Jのことを調べたり，関連図書(※)を読んだりしてくれれば幸い

です。

※関連図書 : 「実話 病父を尋ねて三百里J 著橋本留美 新日本文芸協会
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3. 補助教材について

r200年の時を経てつながる人と人との紳」 (巻末に収録)

く補助教材の概要>

0大分県臼杵市と茨城県常陸太田市の 「二孝女顕彰会」の活動。

0臼杵市二孝女顕彰会の荘田啓介氏の紹介。

0荘田氏ら約 50人が「お礼参り訪問団」 として，茨城県常陸太田市を訪問。

0平成 27年 10月 10日，大分県臼杵市と茨城県常陸太田市は姉妹都市提携。

一一ザ也氏1吉野2三官γN'._、骨.p~
持符':，~1:" :刻、，....，，--1 ，，'司 \一世醐 or . 一

帯令指詳説執腎宇品依雲院初~ . M L 

トんを絹紬謡通ぶ若手鴻" ~ ~ 
‘降、"'_"・・ ~ . \.~，. ¥ 
入‘ 、...，、
品弘、九

平成 23年 10月常陸太田市を初めて訪問。 平成 27年 10月 10日姉妹都市調印式。

※写真は，常陸太田市より提供。

「二孝女Jの教材とは別に，

した。この補助教材を使って，

する必要はありません。

上記のような内容で補助教材を作成しま

児童に考えさせたり，考えを書かせたり

授業の終末で，読み聞かせて，

静かに終わるようにします。

児童に学習したことの余韻をもたせ，

-8-



1g教材研究編 】

小学校学習指導要領解説特別の教科道徳編〈平成 27年7月〉において，

内容項目に関して述べられていることを整理してみます。

く〉本教材に関する内容項目 【感謝】

〔第 5学年及び第 6学年〕

日々の生活が家族や過去からの多くの人々の支え合いや助け合いで成り立っている

ことに感謝し，それに応えること。

。内容項目の概要

・よりよい人間関係を築くためには，互いを認め合うことが大切。その根底には，相手に

対する尊敬と感謝の念が必要。

・人々に支えられ助けられて自分が存在するとしづ認識に立っとき，相互に尊敬と感謝の

念が生まれてくる。

・感謝の気持ちは，人が自分のためにしてくれている事柄に気付くこと，それはどのよう

な思いでしてくれているのかを知ることで芽生え，育まれる。

。感謝の対象

低学年 家庭や学校など，身近で日頃世話になっている人々。

中学年
家族など日頃世話になっている身近な人々に加え，日常の生活を支えてい

る地域の人々や，現在の生活の礎を築いた高齢者などの先達。

高学年
人のみならず，多くの人々の支え合いや助け合いで成り立っている生活そ

のもの，更にはその中で自分が生きていることに対する感謝まで広げる。

。高学年の指導に当たって

-過去から，人々が何を願い，何を残し伝えてきたのか，それは自分の生活とどう関わり

支えられているのかに気付くことができるようにすることが大切である。

・温かなつながりの中に自分の生活があることに感謝し，人々の善意に応えて自分は何を

すべきかを自覚し，進んで実践できるようにするところまで指導する必要がある。

「毎日の生活の中で多くの人々に支えられているんだ。」
「当だり前に思っていることも，それを支えてくれる誰かが

いるんだ。」

子どちたちがこんな意識を，自分の生活と重ねながら持てる

ような}受業をしたいですね。

他の内容項目においても，解説書で述べられていることを自

分なりに整理してみてください。

-9-
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| 教材の分析 〈例〉 I 

人の行動や言葉の裏側には「心」が存在する。それは，ある考え方やその人がもっ価値

観等である。道徳教材には，人物の道徳的な行為が描かれている場合が多い。人物の道徳

的な行為の背景にある価値観等を，指導者がまず明らかにしておく必要がある。

登場人物の言葉や行動

ある日のこと， 2人は父に悩みを伝え

た。

「村の人たちは，私たちのことをほめて

くださいますが，なぜか素直に喜べませ

ん。虫夏叢史主主援受底忽途史支出会之主三を

ふ2友乏なゑゑ立主二恩ζ三主主主三エ

主ιよ主主ゑ三よ史之主主まふどうすれ

ばよいのでしょうか。」

2人の話を聞いた初右衛門は，目をとじ

て静かにこたえた。

「どうすることもでき ないが，今の私た

ちがこうして生きているのはどうしてな

色色ιよ必たえ弘主ネ践はよムエ県怠ど

父の言葉を聞き，2ム県L斗斗主主ふ立主

之エ心たん

1 r 言葉や行動の背景にある価値観等

0他の人々の善意に対して，感謝の思い

を伝えたり ，善意に応えたりすること

は大切なことだ。

0多くの人々に支えられ，今の自分の生

活が成り立っているのだ。(気付き)

0多くの人々に支えられ，今の自分の生

活が成り立っているのだ。(気付き)

自分は何をすべきだろう。

考えられる発問の例

。「どうすることが，ご恩にこたえることになるのでしょうか。」

01つゆとときは，どうすればよいでしょうか。」

01つゆとときは，悩む必要があるのでしょうか。」

01つゆとときが悩んでいることについて，どう思いますか。」

01父初右衛門は， 2人に何を伝えたかったのでしょうか。」

o 12人は父の言葉を聞き，どんなことを考えているでしょうか。」等

どのような授業を行うかは，授業者の意図によります。どのよう

なことをじっくり考えさせたいのか，またどのようなことに気付か

せたいのか，授業者が明確にして発問を決めることが大切です。

また，次のことに留意してください。教材に書かれている言葉や

文が答えになるような発問では，読み取り中山の学習になってしま

います。

. ~ . 

※ここでは，一場面を取り上げています。実際にはいくつかの場面を取り上げ，分析する

必要があります。
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..潤φ構成 ベi列)
道徳の授業づくりでは，発問の構成が大切である。言わば，授業の骨組みともいえる。

発問の構成について，小学校学習指導要領解説特別の教科道徳、編には次のように示されて

いる。

発問を構成する場合には，授業のねらいに深く関わる虫虫飽主義鼠玄吏支主主ι漢民
支匙まま企玄主位!三支虫直後虫表閉ま主主，全体を一体的に捉えるようにするという手

順が有効な場合が多い。

<発問を考える順序>

-ウコイコエコア という順序で発問を考え，授業展開の全体像を描いた。

-ウは，中心的な発問であり授業のねらいに関わる。授業では多くの時間をかける。

・イ は， ウにつながっていくような発問である。イの学習が，ウの学習を支えていく 。

・工は，実生活への意識化を図るための発問である。ここでは無理に発表させなくてもよ

い。ノートにまとめさせたり，イメージマップ等を書かせたりすることも考えられる。

-アは，授業のスタートであり，短時間で本時の学習の見通しを持たせたり，動機付けを

行ったりするものである。

・ア，イ，工の発問は， ウを最大限に生かすための発問であり，短時間で行う。

発問の構成

ア I0 ~他人から親切にされたら，仁二二二コべきだ。』
1 1の中には，どんな文が入りますか。

・ていねいにお礼を言うべきだ。

・感謝の気持ちを態度で表すべきだ。

発問の意図

教材の中心場面と関連のある事柄に

ついて考えを持たせておき，教材を読

んだ後に問題意識を喚起したい。

本時で扱う道徳的価値への方向付け

である。

イ 10つゆとときの 2人は，なぜこんなに悩んでいるの | 感謝の気持ちを行為や態度で表せな

でしょうか。 1いつゆ，ときのモヤモヤした気持ちに

・あんなにお世話になったのに，何の恩返しもできないのは |共感させたい。

苦しいのだと思う。 1 中心的な発問へのつなぎの発問であ

・大きな親切を受けて，そのままでは悪いと思っている。 1 る。

ウ I@どうすることがご恩にこたえることになるので | 多くの人々の支え合いや助け合いに

しょうか。 1 よって，今の自分の生活が成り立って

・自分たちが受けた親切を，他の因っている人に返していく |いることに気付かせたい。

ことがご恩に応えることになると思う。 1 ねらいに直結した発問である0

・多くの人たちのおかげで3 今の自分たちがいるから，精一

杯生きていくこ とがご思に応えることになると思う。

エ 10皆さんが，こうして生活していけるのは，どれだ | 教材を通して生み出された考えや価

け多くの方の支えがあるからだと思いますか。 If直観を，自分たちの生活にあてはめて

想像させたい。

実生活につなげる発問である。



| 学習指導案 〈例〉

1 主題名 「支え合いや助け合いに感謝して」

2 ねらいと教材

感謝について多面的に考えたり，自分の生活が多くの人々の支えで成り立っている こと

を理解したりして，自分を支える多くの人々に感謝しようとする態度を育てる。

<教材名 「病気の父を迎えに常陸国へJ，内容項目「感謝J > 

3 主題設定の理由

( 1 )ねらいとする道徳的価値について (学習指導要領解説をもとに記述)

よりよい人間関係を築くためには，互いを認め合うことが大切であるが，その根底には，

相手に対する尊敬と感謝の念が必要である。人々に支えられ助けられて自分が存在すると

いう認識に立っとき，相互に尊敬と感謝の念が生まれて くる。そして，それは， 日々の生

活，あるいは自分が存在することに対する感謝へと広がる。 感謝の気持ちは，人が自分の

ためにしてくれている事柄に気付くこと，それはどのような思いでしてくれているのかを

知ることで芽生え，育まれる。

高学年においては，多くの人々の支え合いや助け合いで成り立っている生活そのもの，

更にはその中で自分が生きていることに対する感謝まで広げることが大切である。

( 2 )児童の実態について (次のような内容を記述)

0ねらいとする内容項目に関わって，これまでどのような指導を行ってきたか，また児

童がどのような体験や経験をしているのか示す。また，その結果として，どのような

成果や課題があるのかを示す。

0アンケートや意識調査等のデータから解釈することも考えられる。

0ねらいとする内容項目に関わって，これまでの指導や体験等の結果として浮かびあが

る成果や課題から，補充 ・深化 ・統合の方向性を示す。

=キこれまでの指導等を振り返り，指導の機会や児童の経験が少ない場合には，本時でしっかり補う

必要がある。つまり ，補充という目的になる。

斗これまでの指導等を振り返り 3 より一層深く考えさせたり，感じさせたりする必要があると判断

すれば，それは，深化という目的になる。

二字様々 な機会で学んだことを，合わせて考えさせたり 3 それらの関連に気づかせたりして，新たな

感じ方や考え方を生み出すことを目的とすれば，それは統合といえる。

( 3 )教材について (教材のあらすじゃ特質，教材の活用の仕方について記述)

本教材は，つゆとときの姉妹が，旅の途中で、病気になった父親を常陸国(茨城県)まで

迎えに行くとしづ県内に伝わる実話をもとに作成されている。姉妹は，約 2ヶ月聞かけて

常陸国までたどり着くが，旅の途中や常陸国に着いてからも，多くの人々から温情を受け

る。ふるさとに戻り ，多くの人のご思に対して，何もできないことを悩み，自分たちのこ

れからの生き方を考え始めるといった内容である。

本時は，父親の言葉を聞き，つゆとときが考えはじめる場面を活用し学習の中心とする。

まず，指導内容に関する道徳的な問題状況を明らかにするため，つゆとときが何を悩んで

いるのかを考えさせる。そ して，その問題状況に対して，解決策を多面的に考えさせるよ

うな問題解決的な学習を展開 してし、く。このように，感謝という道徳的価値を児童たちに

多面的にとらえさせることができる教材である。
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4.学習指導過程

学習活動・主な発問

導 I1 親切を受けたときの態度や行

入 | 為について考える。

ミ1: ~他人から親切にされたら， j 
刀 1: べきだ。j] 1 

OL--_ _  _Jの中には，どん

な文が入りますか。

2 教材を読んで，話し合う。

予想される児童の反応

-丁寧にお礼を言うべきだ。

-感謝の思いを態度で表すべき

だ。

指導上の留意点

・本時のねらいに関わる問題意

識をもたせる。

' 2~3 人程度，発表させる。

-感謝について考えていくこ

と，大分県の実話であること

を紹介し，教材を配布する0

・教材は，教師が読み聞かせる。

ーときの2人はなぜこん | …お世話…のに -道徳的価値に関わる問題の状

なに悩んでいるのでしょうか。 何の恩返しもできないのは苦 t兄を明らにしていく 。

しいのだと思う。 -ここでは時間をかけすぎない

-大きな親切を受けて，そのま ょう留意する。

までは悪いと思っているか

ら。

(中心的な発問)

。どうすることがご思にこたえる -自分たちが受けた親切を他の -登場人物が抱える道徳的価値

ことになるのでしょうか。 人に返していくことがご¥恩に に関わる問題の解決に向け

こたえることになると思う。 て考えさせる。

展 (補助発問 ・・・ 必要に応じて) -多くの人たちのおかげで，今 -ク、ルーフ。活動やベア活動も考
開

3 
-どうして，精一杯生きることが の自分たちがいるから，精一 えられる。

9 ご恩にこたえることになるの。 杯生きていくことがご恩にこ -ワークシートやノート等に考

分 たえることになると思う。 えを書かせる。

-手紙を書いたり，探したりでき -感謝の気持ちを忘れずに生き -手紙を書いたり ，相手を探し

ないから悩んでいるのではな ていくことが，ご恩にこたえ たりなど物理的な解決策を

いかな。 ることになる。 述べる子には，できなし、から

-自分の命や他の人のことを大 悩んでいることを伝え， 他の

切にしながら生きていく 。 考えに着目させる。

3 学習したことを自分の生活に

置き換えて，想像してみる。

0皆さんが，こうして生活してい

けるのは，どれだけ多くの方の

支えがあるからだと思います

か。

-家族だけではない。

-自分を支えている人はこんな

にたくさんいるんだ。

-今日 l日だけでも，こんなに

いるんだな。

-ノートにまとめさせたり，イ

メージマップ等を書かせた

りすることも考えられる。

-家族だけではなく，いないと

困る人等も想像させる。
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-補助教材の読み聞かせをし

て，本時の学習の余韻をもた

せて授業を終わる。
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E 中学校用の道徳教材

H章は， 3部構成になっています。

1. 教材になった先人の紹介です。授業にも

活用できます。

2.教材の概要や作成の意図を示しています。

3. 学習指導案ができるまでの教材研究の方

法の一例を示しています。研究会や校内研

修等にも活用できます。

「
同
d



|11m量五妄」って，…人?】
τロヲィーIL
外交官として，イギリス，中国，ソ連等に

赴任，後に外務大臣となる。

終戦時には，国の主席全権代表として，ア

メリカの戦艦ミズーリ号の上で，降伏文書に

調印する。

戦後も政党の総裁や外務大臣として活躍し

国際連合加盟時には， 日本政府の代表として

国連総会で「日本はある意味において東西の

かけ橋となり得るj とい う有名な演説を行った。
出典 : ~き っき偉人伝』 杵築市教育委員会

若き8C;)ヒストリー

1887 (明治 20)年 大野郡三重町(豊後大野市)で生まれる。

1890 (明治 23)年 家族とと もに速見郡八坂村に転居(現在の杵築市)。

1892 (明治 25)年 八坂尋常小学校(杵築市立八坂小学校)に入学。

1899 (明治 32)年 杵築中学校(大分県立杵築高等学校)に入学。

1904 (明治 37)年 杵築中学校を主席で卒業。

1904 (明治 37)年 熊本の第五高等学校に入学。

1907 (明治 40)年 東京帝国大学法学部独法科に入学。

1911 (明治 44)年 外交官試験合格。

1911 (明治 44)年 最初の任地ベルリンに赴任。

1914 (大正 3)年 ロンドンに赴任。

1918 (大正 7)年 ポートラン ドに赴任。

これ以後も，中国や ドイ ツ等で勤務し，国際外交の舞台で活躍する。

出典: ~若き日 の重光葵』大分県立先哲史料館

円
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エピソード二三「
満州事変が起きると， 日本と中国の関係はよくない方向に向か

いました。そんな中，上海に赴任していた重光葵は， 日本と中国

の停戦交渉に努力しました。

1932 (昭和 7)年4月 28日， 日本と中国の停戦がようやくまと

まりました。 しかし，翌日，重光葵は，当時の天皇誕生日の祝賀

式典で爆弾によって負傷し，右足を切断することになりました。

その手術の直前に，重光葵はベッドの上で，自ら停戦協定の書類

に署名したのでした。

エ
ピ
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11斗

1945 (昭和 20)年 8月 14日， 日本政府はポツダム宣言を受諾し，

翌日に国民に発表し戦争が終わりました。

外務大臣に就任した重光葵は， 9月 2日， 日本政府の代表とし

て，東京湾に浮かぶアメリカの戦艦ミズーリ号の上で降伏文書に
3めづよしじろう

署名をしました。この時，中津市出身の梅津美治郎も， 日本の代

表として署名しました。

大分県出身の 2人が，

2 

日本の代表として関わったのです。

1956 (昭和 31)年 12月 18日，日本の国際連合加盟が決まり ，

重光葵は国際連合の総会で日本の代表として演説を行いました。

国連総会での演説の後， 1957 (昭和 32)年， 1月 15日，重光

葵は大分県立杵築高等学校で，母校の生徒たちに対して，講演を

行いました。この時， I志白治」という言葉を残 します。

同年 1月 26日に狭心症の発作により， 69歳の生涯を閉じまし

た。世界 80カ国の代表たちが，重光葵に黙祷をささげました。

エ
ピ
ソ
ー
ド

※「志四海」は， I四海を志す。志が全世界を覆う。志を全世界に及ぼす。」

とし、う意味。

3 

丘
くわしく知りたい人は，行ってみよう。

集1速道」 〒873-0014 杵築市大字本庄 893-1

国東市安岐町山口 567-3内自
ゐ
官
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|2.中学校用の教材 】
お知らせ

O授業で使う生徒用の教材は，本書の巻末に収録しています。

0巻末に収録している教材には，挿絵や語句の説明等もあります。

O授業の際には，巻末の教材を印刷してご使用ください。

日本は東西のかけ橋

1 あらすじ

Oプロローグ(重光葵の紹介)

0停戦協定

・日本と中国の関係が悪化

.重光の粘り強し 1停戦交渉、

0重光の決意

・当時の天皇誕生 日の式典に出席する重光

-停戦協定の書類に自ら署名するこ とを嘆願する重光

・手術を延期し，痛みをこらえ，ベッドの上で署名する重光

0その後の日本

・1933年 日本が「国際連盟」を脱退する0

・1937年 日中戦争が始まる。

• 1941年 日本がハワイ真珠湾とマレ一半島を攻撃する 0

・1945年 広島と長崎に原子爆弾が投下される。

日本がポツダム宣言を受諾し，無条件降伏する。

0苦難の再出発

・日本の代表として戦艦ミ ズーリ号の上で，降伏文書に署名する重光

・戦争の責任を問われ，4年 7か月にわたり 刑務所に収監

・日本を国際連合に加盟させたいと強く願う重光

0日本の国際連合加盟

-外務大臣に就任した重光

-国際連合加盟 を果たすため，尽力する重光

・国際連合の総会の場面

0ふるさとへ

・杵築高校で，生徒たちに対して講演を行う重光

0エンデイング (69年の生涯)

。。



2. 教材に盛り込んだ内容について

0ねらいとする内容項目(国際理解，国際貢献)を明確にするために

〈:h¥
¥J〓円ど

何:
/ .¥，. -， ¥ 

他国を尊重し国際的視野に立って，世界の平

和について考えたり，世界の情勢に目を向けた

りする態度につながるように，以下のような内

容で構成しました。
-固と固との衝突を力によって解決してはならな
いという信念を貫き，話し合いで解決しようと
努力する姿

・日本の国際連合加盟のために努力する姿
.国際連合の総会での演説の内容

0生徒が立ち止まって考える教材にするために

教材のタイトルは「日本は東西のかけ橋」

としました。授業の始めに，この言葉の意

味を考えさせることにより，ねらいとする

道徳的価値への方向づけができると考えま

す。

教材の前半には，重傷を負いながらも自

分の体のことよりも，中国との停戦協定を

一番に考える場面を取りあげました。この

場面では，重光葵のそのような行為に対し

て，生徒一人一人が様々な思いを抱くこと

が期待できます。

また，後半には，国際連合の総会での演

説文を載せています。演説の文章を，重光

葵の生き方と重ねて考えさせるような学習

が展開できます。

o r重光葵」の魅力を伝えるために

」という国連総会での言葉は，

郷土への誇りにもつながってい

本教材では，大分県の生徒たちに，大分県の先人である重光葵の国

際連合加盟時の演説を知ってもらいたいと考え，戦後の場面を中心に

取り上げました。

「日本は東西のかけ橋となり得る。

大分県の先人の演説であると知れば，

くのではないかと考えます。
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国際連合加盟に関わって， 日本の代表

として総会に出席し演説を行うといった

大役を果たした後，郷土の大分県に帰り

母校である杵築高校で講演を行い，後輩

たちに「志白梅」という 言葉を残したの

も魅力の一つで、す。

「志四海Jと「日本は東西のかけ橋と

なり得る。」という 2つの言葉を比較さ

せたり， 2つの言葉の関連を考えさせた

りするような学習も考えられます。

0国連総会での演説について

実際の演説は，英語による約 15分のスピーチと言われています。

外務省のホームページから検索すると，演説の全文(英文版と日本

語版)を見ることができます。

本教材においては，すべての文を掲載することはできませんので，

実際の演説の文章を参考にしながら，中学生にわかるような表現にし

て，演説の一部を示しています。
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3.教材研究編 】|

I 

中学校学習指導要領解説特別の教科道徳編 (平成 27年7月〉において，

内容項目に関して述べられていることを整理してみます。

。本教材に関する内容項目 【国際理解，国際貢献】

世界の中の日本人としての自覚をもち，他国を尊重し，国際的視野に立って，世界

の平和と人類の発展に寄与すること。

。内容項目の概要

o r国際理解，国際貢献」の必要性

・環境や資源，食糧や健康，危機管理など，一地域や一国内にとどまる問題ではない0

.日本人が自分たちだけの幸せを追い求めることに終始する ことは難しい。

0他国を尊重する

・他の地域や国々はそれぞれの文化や伝統，歴史をもっており， 他の地域や国々がもっ

ている理想等を，違いは違いとして理解する。

0国際的視野に立つ

・広く世界の情勢に目を向けつつ，国際理解に努める。

O世界の平和と人類の発展に寄与する

・日常生活の中で社会連帯の自覚に基づき，あらゆる時と場所において協働の場を実現

していく 努力こそ，平和で民主的な国家及び社会を実現する根本である。

く〉指導に当たって

・他国には， 日本と同じように，その国の伝統に裏打ちされたよさがある ことや，その

国の独自の伝統と文化に各国民が誇りをもっていることなどを理解させる。

-様々な文化のもつ多様性の尊重や価値観の異なる他者との共生などについても考えを

深める必要がある。

-世界の平和と人類の発展に貢献する理想を抱き，その理想の実現に努めることが大切

である。その理想の実現のための基本になるのは，どの国の人々も同じ人間として尊

重し合い， 差別や偏見をもたずに公正，公平に接するということである。

他の内容項目においても，解説書で述べられていること

を自分なりに整理してみてください。

グローパル化が進む今の時代に生きる中学生には，日本

のことだけでなく，世界の情勢に目を向けることの大切さ

や世界の平和について，他人事ではなく自分事として，考

えさせたいですね。
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|~- 教材の分析 〈倒〉

人の行動や言葉の裏側には「心」が存在する。それは，ある考え方やその人がもっ価値

観等である。道徳教材には，人物の道徳的な行為が描かれている場合が多い。人物の道徳

的な行為の背景にある価値観等を，指導者がまず明らかにしておく必要がある。

登場人物の言葉や行動

01お願いがあります。停戦協定の書類に

署名するまで，手術を待っていただけま

せんか。自分で署名して，停戦を確かな

ものにしたいのです。」

01今日の 日本の政治，経済，文化は，過

去一世紀にわたる東洋と西洋の融合の

産物です。そうし，、った意味で，日本は東

西のかけ橋となり得ると思います。」

1 r 言葉や行動の背景にある価値観等

-他の地域や国々は，それぞれの文化や伝統，

歴史をも っており，違いは違いとして理解し

尊重してし、かなければならない。

(国際理解，国際貢献)

-どんな困難があっても，自分の決めた目標は最

後までやり遂げなければならない。

(克己と強し、意志)

-他の地域や国々は，それぞれの文化や伝統，

歴史をもっており，違いは違いとして理解し

尊重してし、かなければならない。

・日 本のことだけを考えるのではなく ，世界の

情勢に目を向け，他国のことも考えてし、かな

ければならない。

・世界の平和と人類の発展に貢献したい。

J 
よ

考えられる発問の例

。「重傷を負いながらも，重光はなぜ自分の手で署名することにこだわった

と思いますか。」

01自分の手で署名することと，他の人が署名することに違いがあるのでし

ょうか。」

o I~ 日本は東西のかけ橋となり得る』という言葉には， 重光葵のどんな思

いが込められていると思いますか。」

o I~ 日本は東西のかけ橋となり得る』とは，私たちがこれからどのように
していくことだと思いますか。」

01重光葵は，今を生きる私たちに，どんなことを期待していると思います

か。想像してみてください。」

01重光葵の生き方から，あなたは何を学びましたか。」等

どのような授業を行うかは，授業者の意図によります。どのよう

なことをじっくり考えさせたいのか，またどのようなことに気柑か

せたいのか， t受業者が明確にして発問を決めることが大切です。

まだ，次のことに留意してください。教材に書かれている言葉や

文が答えになるような発問では，読み取り中山の学習になってしま

います。

-ε・
( 
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3lIIIBj 発問ゐ構成 〈倒)

道徳の授業づくりでは，発問の構成が大切である。言わば，授業の骨組みともいえる。

発問の構成について，中学校学習指導要領解説特別の教科道徳編には次のように示されて

いる。

発問を構成する場合には，授業のねらいに深く関わる史虫民主義周支主支主主， ~I:: 
支住まま企ヨこた設l三笠忽鼠箆投表聞を考え，全体を一体的に捉えるようにするという手

順が有効な場合が多い。

<発問を考える順序>

-ウコイ=今エコアという順序で発問を考え，授業展開の全体像を描いた。

-ウは，中心的な発問であり授業のねらいに関わる。授業では多くの時間をかける。

・イ は， ウにつながっていくような発問である。 イの学習が， ウの学習を支えていく 。

・工は，実生活への意識化を図るための発問である。 ここでは無理に発表させなくてもよ

い。ノートやワークシート等に書かせたりすることも考えられる。

-アは，授業のスタートであり，短時間で本時の学習の見通しを持たせたり ，動機付けを

行ったりするものである。

-ア，イ，工の発問は， ウを最大限に生かすための発問であり ，短時間で行う。

発問の構成 発問の意図

ア 10i日本は東西のかけ橋」とは， どういう意 | 教材の中心場面と関連のある言葉の意味

昧だと思いますか。想像してみてください。|を想像させ，教材を読む際の興味を持たせ

-日本が，他の固と国の聞に立って関係をつくる0

.太平洋近くの固と大西洋近くの国をつなぐ役割。

イ 10重傷を負いながらも，重光葵はなぜ自分の

手で署名することにこだわったと思います

か0

・自分の手で何とか平和を取り戻したい。

-他の者には任せたくない。停戦を確実にしたい。

ウ 1 @ i日本は東西のかけ橋となり得る」という

言葉には，重光葵のどんな思いが込められ

ていると思いますか。

-二度と世界大戦を起してはならない。

・固と国が争うことは不幸なこと。日本が，中心とな

り世界の平和をつくっていくのだ。

工 10世界の平和と人類の幸福のために，私たち

にできることを考えてみましょう。

(i私たちの道徳JP217) 

・他の国の文化や伝統を正しく理解していくこと。

-外国で今，何が起きているのかを知るように努力す

ること。

るとともに，学習の方向を示したい。

本時で扱う道徳的価値への方向付けであ

る。

固と国の衝突を武力ではなく，話し合い

で解決すべきだという重光葵の信念を理解

させたい。

中心的な発問へのつなぎの発問である。

他の地域や国々は，それぞれの文化や伝

統，歴史を持っており，違いは違いとして

理解し，尊重してし、かなければならないこ

とを重光葵の演説や重光葵の言動を参考に

しながら考えさせたい。

ねらいに直結した発問である。

日本のことだけを考えるのではなく，世

界の情勢に日を向け，他国のことも考えて

し、かなければならないことを気付かせた

。、
し

教材を通して生み出された考えや価値観

を，実生活につなげる発問で、ある。
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|3-4 学習指導案 〈例)

1 主題名 「世界とともに生きる」

2 ねらいと教材

平和は，全ての人々が考えるべき重要な課題であることを理解させ， 日本のことだけを

考えるのではなく，広く 世界の情勢に日を向けようとする態度を育てる。

<教材名「 日本は東西のかけ橋J，内容項目「国際理解， 国際貢献J> 

3 主題設定の理由

(1)ねらいとする道徳的価値について (学習指導要領解説をもとに記述)

今日，私たちが抱える問題，例えば環境や資源，食料や健康など，どれも一地域や一国

内にとどまる問題ではない。 したがって将来の日本を担う中学生には， 日本のことだけを

考えるのではなく，国際的視野に立ち，広く世界の情勢に目を向けつつ， 日本人としての

自覚をもって国際理解に努めることが必要である。国際社会の中でグローパルに活躍する

ために必要な態度や考え方である。

このような態度や考え方の基本となるのは，国によってものの感じ方や考え方，生活習

慣などが違っても，どの国の人々も同じ人間として尊重し合い 差別や偏見をもたずに公

正，公平に接するという道徳的な価値である。そのことを踏まえ，平和は，全ての国々の

人々が模索すべき道徳的課題の一つで、あるということを理解させる必要がある。

( 2)生徒の実態について (次のような内容を記述)

0ねらいとする内容項目に関わって，これまでどのような指導を行ってきたか，また生

徒がどのような体験や経験を しているのか示す。また，その結果として，どのような

成果や課題があるのかを示す。

0アンケー トや意識調査等のデータから解釈することも考えられる。

0ねらいとする内容項目に関わって，これまでの指導や体験等の結果として浮かびあが

る成果や課題から，補充 ・深化 ・統合の方向性を示す。

ヰこれまでの指導等を振り返り，指導の機会や生徒の経験が少ない場合には，本時でしっかり補う

必要がある。つまり，補充という目的になる。

=宇これまでの指導等を振り返り ，より 一層深く考えさせたり ，感じさせたりする必要があると判断

すれば，それは，深化という目的になる。

=今様々な機会で学んだことを，合わせて考えさせたり，それらの関連に気づかせたりして，新たな

感じ方や考え方を生み出すことを目的とすれば，それは統合といえる。

( 3)教材について (教材のあらすじゃ特質，教材の活用の仕方について記述)

本教材は，大分県出身の重光葵の生き方をもとに作成されている。重光葵は外交官とし

て上海に赴任 し，国同士の衝突を話し合いで解決しようとするが，日本は戦争の道を歩ん

でし、く。そして，重光葵は戦後の日本を国際連合に加盟させるために尽力し，国連総会の

場で世界中が認める演説を行った。

本時は， 国連総会における重光葵の演説の言葉を活用し中心的な学習とする。まず，重

光葵が停戦協定を自らの手で行おうとする場面を考えさせ，平和への強し、信念、を理解させ

る。そ して， I日本は東西のかけ橋となり得る」という言葉に込められた重光葵の思いを

考えさせていくようにする。将来の我が国を担う中学生が，日本のことだけでなく，世界

の情勢に目を向けていく大切さを意識できる教材である。
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4. 学習指導過程

学習活動・主な発問 予想される生徒の反応 指導上の留意点

導 1. 1日本は東西のかけ橋Jとい -本時のねらいに関わる問題

入 う言葉の意味を考える。 意識をもたせる。

3 01日本は東西のかけ橋」とは， -日本が， 他の国と国の聞に立つ . 2~3 人程度，発表させる 。
分

どういう意味だと思いますか。 て関係をつくる。

想像してみてください。 -固と国をつなぐ役割。 -この言葉は，大分県出身の

重光葵の演説の言葉であ

ることを紹介し，教材を配

布する。

2. 教材を読んで，話し合う。 -教材は，教師が読み聞かせ

る。

0重傷を負いながらも，重光葵は -自分の手で何とか平和を取り戻 -重光葵の考え方や信念を理

なぜ自分の手で署名することに したい。 角平させる。

こだわったと思いますか。 -他の者には任せたくない。停戦 -ここでは，時聞をかけすぎ

を確実にしたい。 ないよう留意する。

• u寺間短縮のため 1 ~2 分程

のベア トーク等も考えら

(中心的な発問) れる。

。 「日本は東西のかけ橋となり得 -二度と世界大戦を起しではなら -ねらいとする道徳的価値に

るj としづ言葉には，重光葵の ない。 関わる学習であるので，日寺

どんな思いが込められていると -固と国が争うことは不幸なこ 聞をかけ，グノレーフ。で、話し

展 思いますか。 と。日本が，中心となり世界の 合わせたり，ワークシート
開

4 
平和をつくっていくのだ。 等に書かせたりする活動

4 ※生徒の考えを的確につかんだ -これからは， 日本が中心となり も考えられる。

分 り，さらに考えを引き出したり 世界の平和を進めるのだ。 -一つの考えに集約するよう

する補助発聞を必要に応じて -戦争の悲惨さを知っている日本 なことはせず，それぞれの

使うようにする。 だからこそ，世界をつなぐ役割 考え方の違いが見えるよ

(補助発問 ・・・ 必要に応じて) ができるのだ。 うに板書に整理し，多面的

-なぜ，そう思うの。 に捉えさせるようにする。

-本当にこれでよいのかな。

.00さんの考えをみなさんはど

う思いますか。等

3.学習したことを自分の生活に -他の国の文化や伝統を正しく理 . 1私たちの道徳JP217やワ

置き換えて考える。 解していくこと。 ークシート 等に考えを書

0世界の平和と人類の幸福のため -外国で今，何が起きているのか かせる。

に，私たちにできることを考え を知るように努力すること。

てみましょう。

(f私たちの道徳JP217) 

終 4. 1私たちの道徳JP219のメッ . 1私たちの道徳JP219のメ

末 セージを読む。 ッセージを読んで本時の

3 学習の余韻をもたせて授
分

業を終わる。
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E 地域教材の開発と活用

特別の教科道徳(道徳科)は，平成 30年か

ら小学校，平成 31年から中学校で全面実施と

なります。

道徳科の解説書(平成 27年 7月)には， 1道

徳科は，主たる教材として教科用図書を使用す

るが，併せて地域教材などの開発と活用が重要

である。」と述べられています。
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|iI地域教材の意義 】| 向?
なぜ，道徳のj受業に地域を素材とした教材が必要なので

しょうか?

例えば，私たちが郷土の文化財や伝統芸能等を誇りに思い大切にするのは，単に昔から

伝えられ，古いものだから価値があるということではなく，そこに込められた様々な先人

の崇高な営み(願し、や考え方，生き様等)を大切にしたいと考えるからです。

人はいずれの地であれ，地域の中で生活し，成長していくものです。児童生徒は，自然

を含め， 地域の様々な文化や人との関わりを通して成長していきます。児童生徒の道徳性

を育む上においても， 地域社会や地域教材のもつ意義は大きいと言えます。

地域の 「ひと ，もの，こと j との関わりの中で，児童生徒の郷土愛も育んでいけるので

す。

道徳の}受業に活用する地域教材には，どのようなものがあるでしょうか?

地域教材と言えば，地域の 「自然Jr伝統と文化Jr先人の伝記」 等を題材にしたものを

想像するで しょう。この 3つ以外にも，特別の教科道徳の解説書(平成 27年 7月)には，

次のようなものが紹介されています。

o r生命の尊厳」 を題材に したもの

生命の尊厳に関わる素材には，生命の誕生や死を取り上げたものから，動物愛護や救

命，医師の努力など幅広く考えられます。

o rスポーツJを題材としたもの

スポーツを題材とした教材には， 目標に向かつて挑戦するアスリー 卜の姿が力強く描

かれています。そこには，挫折したり苦悩したりする人間の弱さもあり ，児童生徒の共

感を呼んだり憧れを抱いたり ，心に響くものが多くあ ります。

o r情報化への対応などの現代的な課題」 を題材としたもの

-情報化に関しては，機器の活用の仕方を扱うのではなく ，機器を活用する上で必要な「節

度，節制」や「規則尊重」などについて考えを深めていけるような教材が必要です。

・道徳科で扱う道徳的諸価値は，現代社会の様々な課題に直接関わっています。

例えば，環境，貧困，人権，平和等といった課題は， I公正，公平，社会正義J I国際

理解，国際貢献J I生命の尊さj等様々な道徳的価値に関わる葛藤があります。

大分県は，美しい自然や伝統的な文化，歴史遺産がたく

さんあります。大分県内にある魅力ある素材を探してみま

しょう。教材開発は，まず素材探しからです。

。。
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lI天分県にある魅力的な素材〈例〉 】
①素材

ぬ
同

~例~
. r世界農業遺産」 ・「大分国際車いすマラソン大会J

・「ジオパークJ ・「石橋J ・「竹宵まつり j

. r祇園まつり」 ・「国宝J ・「城下カレイJ

・「アサギマダラ」 ・「太陽の家」 ・「大分県先哲叢書」

・「田染荘」 ・「高崎山J ・「快眠活魚J

. r関アジ関さば」 ・「シチトウイ」 ・「干ししいたけ」

・「ホタルまつり J ・「獣医師」 ・「きつね踊り j

・「エコパーク」 ・「河津桜」 ・「つり橋J

・「頭料理J ・「銘菓J ・「神楽」

・「慶池千九郎など、地域の先人J ・「地域出身のアスリート j 等

素材が見つかったら，下の6つの題材(テーマ〉のどこに

あてはまるのか検討してみましょう。

自校の児童生徒にとって，どの題材が必要なのか。まだ教

育課程を改善するだめにはどの題材が不足しているのか等を

検討すると，教材化の方向性を定めることができます。

(生命の尊厳][自

(先人の伝記][ス

然)[伝統と文化)

ポーッ1[情報化への現代問題)

道徳の援業は，主に人の生き方に関わる学習です。ですか

ら，人との関わりが見えるという視点が必要です。

例えば， I自然」について教材化しようと考えた揚合にち

自然保護という活動を行っている人物等がいるはずです。

③教材

O適切な道徳的価値に関わる事象や人物が取り上げられているもの。

0悩みや葛藤等の心の揺れ，人間関係の理解等の課題も含め，児童生徒が深

く考えることができるもの。

0人間としてよりよ く生きる喜びゃ勇気を与えられるもの。

0多様な見方や考え方ができる事柄を取り扱う場合には，特定の見方や考え

方に偏った取り扱いがなされていないもの。

ハ
可
u
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lg地域教材作成の手順 】
教材の開発には，様々な方法や手順が考えられますが，ここでは，読み物教材の開発の

手順について一例を示します。

①素材を見つけよう

(生命の尊厳)

(自 然 )

(伝統と文化)

(先人の伝記)

(スポーッ)

材題

-砂

.. 
素材は，それぞれの地域にたくさんあると

思います。 日頃からニュース，新聞などに目

を通し，身近な出来事に関心をもつことが大

切です。

見たり聞いたりしたことを) 6つの題材ご

とに分類・整理しておくと教材化しやすくな

ります。

②情報を集めよう

情報化への現代

的な課題

0郷土資料，パンフレット

O一般書籍

0情報通信ネットワーク

O歴史資料館や記念館

0過去の新聞記事や市報

0県立図書館や市立図書館

0地域の方や専門家にインタビ、ュー

※専門家に聞いてみよう

素材によっては，専門家の協力が必要な場合があります。

本書に収録している 2つの教材は，専門家に協力をいただき作成し

たものです。

【専門家にインタビューする利点】

0新たな情報ゃなかなか手に入らない貴重な書籍や資料などを提供

してくれる。

O専門家の話を聞くことで，

につながる。

O授業展開のヒントとなることが多い。

0教材そのものの不備や間違いについて，助言をしてもらえる。

O教材作成の際，著作権の問題等が解決できる場合が多い。

さらに興味が高まり，教材作成の意欲

n
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③調べたことを「教材」にしてみよう

①ねらいとする内容項目及び対象学年を決定する。

②登場人物や中心となる場面などを設定する。

③ストーリーの大要や「起承転結J等を設定する。

※ここまでは，ストーリー全体の「設計図」のようなものです。

④「設計図Jをもとに，字数を考慮しながら，実際に読み物等の「形」

にしてみる。

※読み物教材の場合の字数制限の目安

字数制限には，明確な規定はありません。字数やページ数は様々

である。大切なのは，子どもの実態に合わせて決めることです。

(例) 4ページ構成の場合(1ページ分は，挿絵や写真等)

・低学年 ・・・ 450字x3 =1350字程度

-中学年・・・ 600字x3 =1800字程度

・高学年・・ ・750字x3 =2250字程度

-中学校・・・短いものから) 3000字を超えるもの

※あくまでも大まかな目安です。

※例えば，高学年の教材であっても， 1500字程度も考えら

れます。

④}受業をイメージしながら「教材」を修正しよう

※ここからが，大切な作業です。実際に授業の様子や発問などをイメ

ージしながら，修正していきます。

【修正の視点】

O児童生徒に考えさせたい部分や必要のない情報は，削除していく 。

O児童生徒が考えやすいように，人物が立ち止まって考える場面や迷

いの場面などを書き加えたり，人物の心の動きを直接記述せず，副

詞などを効果的に活用したりするなどの表現の工夫をする。

0ねらいとする道徳的価値に関わる場面が描かれているか吟味する。

O挿絵や補助資料などをどこに位置づけるか吟味する。

0児童生徒にとって，わかりやすい表現になっているか吟味する。

教材作成の際に留意しなければならないのは，著作権の問題です。前頁でも紹

介しま したが，専門家に協力を依頼すると，著作権の問題も解決することが多

くあります。詳しくは，文化庁 webサイ トで確認しましょう。

(http://www.bunka.go.jp/chosakuken/index.html) 
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| おわりに 】
平成27年 3月に小中学校の学習指導要領等が一部改正され，これまでの「道

徳の時間j が「特別の教科 道徳」として実施されることになりました。小学

校では平成30年，中学校では平成31年に全面実施となります。

将来の変化を予測することが困難な時代には，自らの人生や社会における答

えが定まっていない問いを受け止め，多様な他者と議論を重ねて探求し， I納

得解」を得るための資質・能力が求められます。このような意義や価値を担う

道徳の授業は，学校教育における道徳教育の要として，これまで以上に積極的

な役割を果たさなければなりません。そして，誰よりも重要な役割を担ってい

るのは道徳の授業を直接行っている一人一人の先生方です。

道徳の授業が，主題やねらいの設定のない単発的な生活指導の時間になった

り，一つの指導過程のみを「型Jとして過度に固執したりするようなことを避

け， I考え，議論する道徳Jを目指し柔軟に授業を構想していく必要がありま

す。

本書は，道徳の授業づくりや教材づくりについての一例を示しました。道徳

の教科化に対応するためにも，道徳の授業研究や授業改善の取組は急務です。

本書が，その一助となれば幸いです。大分の子どもたちの夢ヰ味来に向かう意欲を

育むためにも，道徳の授業の改善及び充実に向けて，ご尽力くださるようお願

いします。
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「
志
四
海
」

主
宰
し

お
お

志
が
全
世
界
を
覆
う
。

こ
の
言
葉
を
胸
に
大
き
な
志
を
抱
き
、

重
ね
て
ほ
し
い
と
い
予

お
よ

志
を
全
世
界
に
及
ぼ
す
。
」

「
四
海
を
志
す
。

と
い
う
意
味
で
あ
り
、

は

若
い
人
た
ち
が
、

そ
の
目
標
達
成
の
た
め
に
日
々
努
力
を

重
光
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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国
連
総
会
の
演
説
か
ら
三
十
九
日
後
、

一
月
二
十
六
日
、

重
光
葵
は
、

終
え
た
か
の
よ
う
に
息
を
引
き
取
っ
た
。
六
十
九
年
の
生
涯
で
あ
っ
た
。

自
ら
の
使
命
を
果
た
し
、

そ
の
人
生
の
役
割
を つ

※ 

四L
世四し海C、
界方写
な(
ど東
の西
意南
味北

の
海



一
世
界
に
は
今
な
お
多
く
の
重
大
な
問
題
が
存
在
し
ま
す
。

一

.

そ

う

ぐ

う

き

ん

ち

ょ

う

一
今
日
、
世
界
が
遭
遇
し
て
い
る
不
安
と
緊
張
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
そ
の
原
因
が
い
か
な
一

一
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
国
際
連
合
の
力
に
よ

っ
て
、
平
和
的
に
処
理
し
得
な
い
問
題
は
あ
り
得
な
い
と
思
い

一

一
ま
す
。

一

一

平
和
は
、
地
球
規
模
で
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
日
本
は
国
際
連
合
が
世
界
に
お
け
る
平
和
政
策
の
中
心
一

一
的
推
進
力
を
果
た
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

一

ゅ
う
ご
-つ

一
今
日
の
日
本
の
政
治
、
経
済
、
文
化
は
、
過
去

一
世
紀
に
わ
た
る
東
洋
と
西
洋
の
融
合
の
産
物
で
す
。
そ
う
一

一
い
っ
た
意
味
で
、
日
本
は
東
西
の
か
け
橋
と
な
り
得
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
立
場
に
あ
る
日
本
は
、
そ
一

一

じ
ゅ
う
ぶ
ん

一

一
の
大
き
な
責
任
を
充
分
に
自
覚
し
て
い
ま
す
。

一

す

う

こ

う

ほ

う

し

ひ

ょ

う

め

い

一

一

日

本
が
国
際
連
合
の
崇
高
な
目
的
に
対
し
、
誠
実
に
奉
仕
す
る
決
意
を
有
す
る
こ
と
を
再
び
表
明
し
て
私
の
一

一
演
説
を
終
わ
り
ま
す
。

一

は
く
し
ゅ

演
説
が
終
わ
る
と
、
総
会
の
会
場
は
、
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
で
つ
つ
ま
れ
た
。
日
本
が
平
和
国
家
と
し
て
国

し
ゅ
ん
か
ん

際
社
会
か
ら
認
め
ら
れ
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。
重
光
の
演
説
は
、

「
日
本
の
未
来
に
対
す
る
姿
勢
が
は
っ
き
り
と
示

さ
れ
た
。
」
と
世
界
の
国
々
か
ら
評
価
を
受
け
た
。

国
連
総
会
で
の
大
役
を
果
た
し
、
重
光
は
故
郷
の
大
分
県
に
帰
っ
て
き
た
。

き
っ
き

一
九
五
七
(
昭
和
三
十
二
)
年

一
月
十
五
日
、
重
光
は
母
校
で
あ
る
杵
築
高
校
に
招
か
れ
、
生
徒
た
ち
に
対
し

し

し

か

い

こ
の
時
、

重
光
は
、
杵
築
高
校
に
「
志
四
海
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
た
。
現
在
で
も
、
杵
築

て
講
演
を
行
っ
た
。

高
校
で
は
、

こ
の
言
葉
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

す
う
こ
う

※
昌
一公口
向

ゅ
う
そ
、つ

・
巨
大
な
も
の
、
勇
壮
な
も
の
に

対
し
た
と
き
対
象
に
対
し
て
抱
く

感
情

し
だ
し

・
何
に
も
比
較
で
き
な
い
偉
大
さ

を
指
し
、
自
然
や
そ
の
広
大
さ
に

つ
い
て
い
わ
れ
る
と
と
が
多
い
。

働返 ※ 

をり報す奉守
行を酬E仕じ
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とすめ
をるず
いで
うもま
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出
所
後
、
外
務
大
臣
に
就
任
し
た
重
光
は
、

シ』

や
り
遂
げ
ね
ば
な
ら
な
い
と
心
に
決
め
、
世
界
の
国
々
と
良
好
な
関
係
を
つ
く
る
た
め
難
し
い
問
題
に
も
全
力
で

向
き
合
っ
た
。

そ
し
て
、
重
光
の
粘
り
強
い
努
力
も
あ
っ
て
、

を
脱
退
し
て
か
ら
二
十
三
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 日

本
の
復
興
の
た
め
に
は
国
際
連
合
へ
の
加
盟
を
何
と
し
て
も

つ
い
に
日
本
の
国
際
連
合
へ
の
加
盟
が
実
現
し
た
。
「
国
際
連
盟
」

一
九
五
六
(
昭
和
三
十

一
)
年
十
二
月
十
八
日
、
国
際
連
合
の
総
会
に
お
い
て
、

日
本
の
加
盟
が
認
め
ら
れ
た
。

重
光
は
、
そ
の
総
会
の
場
に
日
本
の
代
表
と
し
て
出
席
し
、
世
界
中
に
日
本
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
。
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※
演
説
の
文
章
に
つ
い
て

実
際
の
演
説
は
、
英
語
に
よ
る

約
十
五
分
の
ス
ピ
ー
チ
で
あ
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

次
ペ

l
ジ
に
あ
る
の
は
、
そ
の

演
説
の

一
部
を
わ
か
り
や
す
い
表

の

現
に
し
て
載
せ
て
い
ま
す
。

外
務
省
ホ
1
ムペ
1
ジ
で
、
全

文
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。



し
か
し
、
重
光
の
思
い
と
は
反
対
に
、
戦
争
は
広
が
っ
て
い
っ
た
。

一 一一 一
九 九 九 九
四 四 一一一一
五 一 七 二
/ー¥ r--. r--. r--. 

昭 日百 昭 昭
手口 和 和 和
一 十十一
十
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二 八/¥ 
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年 年 年 年

日 広 し 日 日 日
本 島 本 中 本
カt

、 』ノ7 カミ 戦 カt
ポ長主メ ハ争 ーっ

ツ 崎3リ ワ カt 国
ダに カ イ 女ム口 際
ム 原

、
の ま 連

宣子 イ 』ノーァ る 盟
言 爆ぱギ、 メ o Lー

を 弾fリ リ を
受5が ス カ 脱宅
諾ぞ投 と 軍 退手
し 下戦 の す、

さ 争基き る
無れ を i也ち

。

条 る 始や
件 。 め マ
降5 る レ
伏ぞ

。

す 司王
る 島。

の
イ
ギ
リ
ス
軍
を
攻こ

撃Z

外
務
大
臣
に
就
任
し
た
重
光
は
、

一
九
四
五
(
昭
和
二
十
)
年
九
月
二
日
、
日
本
の
代
表
と
し
て
降
伏
文
書

と

う

き

ょ

う

わ

ん

う

せ

ん

か

ん

に
署
名
す
る
た
め
、
東
京
湾
に
浮
か
ぶ
ア
メ
リ
カ
の
戦
艦
ミ
ズ

l
リ
号

ヘ
向
か
っ
た
。

「
こ
れ
で
い
い
の
だ
。
日
本
は
降
伏
す
る
と
い
う
現
実
を
受
け
入
れ
て
こ
そ
、
再
出
発
で
き
る
の
だ
。
」

日
本
の
再
出
発
も
、
重
光
の
再
出
発
も
苦
し
い
も
の
だ
っ
た
。
重
光
は
戦
争
の
責
任
を
問
わ
れ
、

け
い
む
し
ょ
し
ゅ
う
か
ん

に
わ
た
り
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
た
。

四
年
七
か
月

重
光
は、

い
つ
か
日
本
を
国
際
連
合
に
加
盟
さ
せ
た
い
と
強
く
願
っ
た
。

「
戦
争
の
苦
し
さ
を
知
っ
て
い
る
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、

国
際
社
会
の
中
で
武
力
を
用
い
ず
に
、
戦
争
を
と
め
る
役

割
が
で
き
る
は
ず
だ
。
」

国
際
連
合
は
世
界
に
関
す
る
重
要
な
決
定
を
行
う
と
と
ろ
で
あ
り
、
国
際
連
合
に
加
盟
す
る
こ
と
は
世
界
の
国

々
か
ら
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

※
国
際
連
盟

第

一
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
平
和

い
じ

を
維
持
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
。

一
九
二

O
年
に
四
十
二
ヵ
国
で
、

せ
つ
り
つ

設
立
さ
れ
た
。

か
め
い

日
本
は
設
立
の
時
か
ら
加
盟
し
て

い
た
が
、

一
九
三
三
年
に
脱
退
し
、

こ
り
つ

世
界
の
中
で
孤
立
し
て
い
く
。

※ 

人収長
を監チ
監t v 
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式
典
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
参
加
者
が
声
を
そ
ろ
え
て
国
歌
を
歌
い
始
め
た
時
で
あ
る
。
重
光
の
足
も
と
で
爆

お

ん

ひ

び

け

む

り

き

音
が
鳴
り
響
き
、
辺
り

一
面
に
白
い
煙
が
広
が
っ
た
。
重
光
は
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
た
が
足
の
自
由
が
利
か
ず
、

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
激
痛
を
感
じ
た
。
そ
の
時
、
群
集
の
ざ
わ
め
き
の
中
か
ら
、

ど
な

た
ぞ
。
」
と
怒
鳴
る
よ
う
な
声
が
聞
こ
え
た
。

重
光
は
、

-つ
つ&た

か
け
つ
け
た
警
官
に
声
そ
し
ぼ
り
出
す
よ
う
に
訴
え
た
。

「
絶
対
に
犯
人
に
乱
暴
を
し
て
は
い
け
な
い
。
警
察
署
長
に
も
そ
う
伝

え
て
く
れ
。
」

し

ん

け

ん

り

ょ

う

か

い

重
光
の
真
剣
な
顔
つ
き
を
見
て
、
警
官
は
直
立
し
、
敬
礼
で
了
解
を

伝
え
た
。

重
光
の
右
足
は
、

想
像
以
上
に
重
症
で
あ
り
、

切
断
は
ま
ぬ
が
れ

な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
重
光
は
激
し
い
痛
み
を
こ
ら
え
な
が

ら
、
医
師
に
訴
え
た
。

「
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
停
戦
協
定
の
書
類
に
署
名
す
る
ま
で
、
手
術
を

待
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
自
分
で
署
名
し
て
、
停
戦
を
確
か
な

も
の
に
し
た
い
の
で
す
。」

書
類
の
作
成
に
か
か
る
四
、
五
日
の
問
、
痛
み
は
続
く
こ
と
に
な
る
が
、

重
光
の
意
志
は
固
か
っ
た
。

事
件
か
ら
六
日
後
、
手
術
の
直
前
に
病
院
の
ベ
ッ
ト
の
上
で
、
激
し

い
痛
み
を
こ
ら
え
な
が
ら
、
重
光
は
、
停
戦
協
定
の
署
名
を
自
ら
行
つ

た
の
で
あ
る
。

「
犯
人
だ
。
犯
人
が
い

1‘~円
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日
本
は
東
西
の
か
け
橋

「
日
本
は
東
西
の
か
け
橋
」

き

つ

を

し

法

も

る

大
分
県
杵
築
市
出
身
の
重
光
葵
が
残
し
た
言
葉
で
あ
る
。

一
九
五
六
(
昭
和
三
十
一
)
年
十
二
月
十
八
日
は
、

日
本
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
日
と
な
っ
た
。

日
本
が
国
際

連
合
へ
の
加
盟
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
重
光
葵
は
そ
の
総
会
に
、

日
本
政
府
の
代
表
と
し
て
出
席
し
演
説
を
行

っ
た
。
そ
こ
で
生
ま
れ
た
の
が
こ
の
言
葉
で
あ
る
。

一
九
=二

し
ゃ
ん
は
い

(
昭
和
六
)
年
、
重
光
は
外
交
官
と
し
て
、
上
海
に
住
み
、

日
本
と
中
国
と
の
関
係
を
保
っ
た
り
、

日
本
人
の
安
全
を
確
保
し
た
り
す
る
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
た
。
そ
の
当
時
、
日
本
と
中
国
の
関
係
は
悪
化
し
て

し
よ
う
と
つ

お
り
、
武
力
衝
突
す
る
と
と
も
あ
っ
た
。
重
光
は
そ
の
と
と
に
心
を
痛
め
て
い
た
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
、

日
本
と
中
国
は
本
格
的
な
戦
争
に
な
っ
て
し
ま
う
。
何
と
か
し
な
け
れ
ば
。
」

己
主
年
ぃキ」山、

ZE
--
i
ノ
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「
国
と
国
と
の
衝
突
を
力
に
よ
っ
て
解
決
し
て
は
な
ら
な
い
。
戦
争
は
両
国
の
国
民
を
不
幸
に
す
る
だ
け
で
あ
る
。
」

つ
ら
ぬ

と
い
う
信
念
を
貫
き
、
あ
く
ま
で
も
話
し
合
い
で
解
決
し
よ
う
と
努
力
し
た
。
上
海
で
起
こ
っ
た
武
力
衝
突
に
対

こ
う
し
よ
う

し
て
、

重
光
は
中
国
側
と
何
度
も
交
渉
を
重
ね
、
日
本
側
の
司
令
官
に
対
し
て
も
、
繰
り
返
し
停
戦
を
説
い
た
。

ね

よ

お

う

ベ

い

重
光
の
粘
り
強
い
外
交
と
欧
米
諸
国
の
協
力
に
よ
り
、
よ
う
や
く
停
戦
協
定
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
後

そ
う
ほ
う

は、

停
戦
協
定
の
正
式
書
類
に
、
双
方
で
署
名
す
る
だ
け
と
な
っ
た
。

一
九
三
二

(
昭
和
七
)
年
四
月
二
十
九
日
、

ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
で
天
皇
誕
生
日
の
式
典
に
出
席
し
た
重
光
は
、

式
典
の
中
で
、
中
国
と
の
争
い
の
早
期
終
結
に
対
し
て
喜
び
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

せ
つ
り
つ

※
国
際
連
合
(
一
九
四
五
年
設
立
)

第
二
次
世
界
大
戦
の
後
、
世
界
の

平
和
を
守
る
た
め
、
多
く
の
国
が
協

力
し
て
国
際
的
な
問
題
解
決
を
す
る

場
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

※
当
時
の
時
代
背
景

昭
和
の
時
代
に
な
る
と
、
世
界
中

が
不
景
気
に
な
り
、
日
本
で
も
生
活

に
苦
し
む
人
々
が
多
く
な
っ
た
。

不
景
気
を
回
復
す
る
た
め
に
、
中

国
に
勢
力
を
の
ば
す
と
い
う
考
え
が

広
ま
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、

一
九
三一

(昭

ほ
ん
し
山
う

和
六
)
年
、
満
州
(
中
国
東
北
)
に

い
た
日
本
軍
が
、
中
国
軍
を
攻
撃
し
、

じ
へ
ん

満
州
事
変
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
中

し
よ
う
と
つ

国
各
地
に
武
力
衝
突
が
広
が
っ
て
い

ノ
¥
。



は
く
し
ゅ

せ
い
に
大
き
な
拍
手
と
と
も
に

「
お
帰
り
な
さ
い
。」

と
、
明
る
く
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
荘
田
さ
ん
は
、

「
つ
ゆ
と
と
き
、
初
右
衛
門
の
三
人
を
支
え
て
く
れ
た
常
陸
太
田
市

の
人
々
の
温
か
さ
が
わ
か
っ
た
。
人
の
思
い
や
り
ゃ
感
謝
の
心
は
、

今
も
二
百
年
前
も
変
わ
ら
な
い
の
だ
。
」

と
感
じ
た
そ
う
で
す
。
荘
田
さ
ん
た
ち
は
、
初
右
衛
門
が
お
世
話
に

な
っ
た
青
蓮
寺
な
ど
を
訪
問
し
、

三
人
が
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
に

対
し
て
感
謝
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
交
流
を
経
て
、
平
成
二
十
七
年
十
月
十
日
、
大
分
県

臼
杵
市
と
茨
城
県
常
陸
太
田
市
は
姉
妹
都
市
と
な
り
ま
し
た
。

二
百

年
前
の
出
来
事
が
、

二
つ
の
市
を
結
び
付
け
た
の
で
す
。

人
は
一
人
で
は
生
き
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
人
は
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
で
、
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
生
活
し
て
い
る
こ

と
を
「
二
孝
女
」

の
お
話
は
私
た
ち
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

た※
地文姉
方 化妹
同交都
士流市
のや
関親た
係善芝
をを
指目
す的
。 と

し



二
百
年
の
時
を
経
て
つ
な
が
る
人
と
人
と
の
緯

う

す

き

し

い

ば

ら

ぎ

け

ん

ひ

た

ち

お

お

た

し

大
分
県
臼
杵
市
と
茨
城
県
常
陸
太
田
市
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
で

(
)
補
助
教
材

1

け
ん
し
よ
う

「
二
孝
女
顕
彰
会
」

を
つ
く
り
、

活
動
し
て
い
ま

す
。
二
つ
の
市
の

「
二
孝
女
顕
彰
会
」
は
、

「
二
孝
女
」
に
つ
い
て
の
研
究
を
さ
ら
に
深
め
た
り
、
互
い
に
交
流
を
重

ね
た
り
し
な
が
ら
、

「
二
孝
女
」
の
物
語
を
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
ま
す
。

臼
杵
市
二
孝
女
顕
彰
会
の
荘
田
啓
介
さ
ん
は
、

か
ん

「
二
孝
女
の
物
語
は
、
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
や
思
い
や
り
の
心
、
感

し
ゃ謝

の
心
な
ど
日
本
人
が
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
私
た
ち
に
教

え
て
く
れ
て
い
る
。
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。

荘
田
さ
ん
た
ち
は
、

二
百
年
前
に
つ
ゆ
と
と
き
が
受
け
た
ご
恩
に

対
し
て
、

二
人
に
な
り
代
わ
り
、
茨
城
県
常
陸
太
田
市
へ
お
礼
に
行

く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

。

荘
田
さ
ん
ら
約
五
十
人
が

ま
い
ほ
う
も
ん
だ
ん

「
お
礼
参
り
訪
問
団
」

一
年
秋、

と
し
て
、

「
二
百
年
前
、
初
右
衛
門
と
二
孝
女
が
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
」

お

う

だ

ん

ま

く

た

ず

と
書
い
た
横
断
幕
を
持
っ
て
、
茨
城
県
常
陸
太
田
市
を
訪
ね
ま
し
た
。

荘
田
さ
ん
ら
訪
問
団
に
対
し
て
、
常
陸
太
田
市
の
人
た
ち
は
、

し1

つ

とた ※ 
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「
さ
よ
な
ら
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。
」

親
子
も
、
村
人
た
ち
も
お
互
い
に
見
え
な
く
な
る
ま
で
手
を
ふ

っ
た
。

二
か
月
後
、
初
右
衛
門
、

と
う
ち
ゃ
く

つ
ゆ
、
と
き
の

一
行
は
臼
杵
の
港
に
無
事
到
着
し
た
。
臼
杵
に
も
ど
っ
て
か
ら
も
、
評
判

は
、
日
に
日
に
村
中
に
広
が
り
、

お
や
こ
う
こ
う

人
々
は
つ
ゆ
と
と
き
を
親
孝
行
者
と
し
て
ほ
め
た
た
え
た
。

あ
る
日
の
こ
と
、

な
や

二
人
は
父
に
悩
み
を
伝
え
た
。

お
ん

か
ら
受
け
た
ご
恩
に
こ
た
え
た
く
て
も
、

こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

わ
た
し

「
村
の
人
た
ち
は
、
私
た
ち
の
こ
と
を
ほ
め
て
く
だ
さ
い
ま
す
が
、
な
ぜ
か

す

な

お

み

な

さ

ま

素
直
に
喜
べ
ま
せ
ん
。
水
戸
藩
の
皆
様
や
旅
の
途
中
で
出
会
っ
た
方
々

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。」

レ」

二
人
の
話
を
聞
い
た
初
右
衛
門
は
、
目
を
閉
じ
て
静
か
に
こ
た
え
た
。

「
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
が
、
今
の
私
た
ち
が
こ
う
し
て
生
き
て
い
る

の
は
ど
う
し
て
な
の
か
、

こ
れ
か
ら
も
考
え
続
け
よ
う
で
は
な
い
か
。
」

父
の
言
葉
を
聞
き
、

二
人
は
、

し
ば
ら
く
だ
ま
っ
て
い
た
。

い
っ
し
ょ
け
ん
め
い

そ
れ
か
ら
二
人
は
、
家
の
仕
事
に
も
村
の
仕
事
に
も

一
所
懸
命
取
り
組
ん
だ
。

に

こ
・つ
じ
よ

こ
の
姉
妹
の
こ
と
を
「
二
孝
女
」
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
時
代
は
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
、

人
々
は
い
つ
し
か
、

平
成
と
移
り
、
「
二
孝
女
」

の
物
語
は
今
で
も
語
り
つ
が
れ
て
い
る
。



実
」
女
」

に
来
て
話
し
相
手
に
な
っ
た
り
、
食
べ
物
や
お
金
を
も
つ
で
き
た
り
し
て
、
村
中
で
支
え
て
く
れ
た
の
だ
。

青
蓮
寺
の
人
た
ち
は
、
お
礼
ま
わ
り
に
出
か
け
よ
う
と
す
る
姉
妹
に
対
し
て
、

お
そ

「
ま
ず
は
旅
の
疲
れ
が
と
れ
る
ま
で
ゆ
っ
く
り
休
み
な
さ
い
。
お
礼
ま
わ
り
は
そ
れ
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
。
」

と
二
人
の
体
を
心
配
し
た
が
、
姉
妹
は
、

け
ん

一
軒

一
軒
お
礼
を
言
う
た
め
に
た
ず
ね
て
ま
わ
っ
た
。
四
、
五
日
後
に
は
五

十
軒
近
い
家
を
ま
わ
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
懸
命
な
姿
は
村
の
多
く
の
人
た
ち
の
心
に
ひ
び
い
た
。

お

と

ず

り

っ

ぱ

二
人
が
訪
れ
た
家
々
で
は
、
立
派
な
ふ
る
ま
い
に
感
動
し
て
、

お
米

ひ
ょ
う
ば
ん

や
野
菜
な
ど
を
恵
ん
で
く
れ
る
人
も
い
た
。
二
人
の
評
判
は
、
水
戸
藩

だ

ん

た

き

ぎ

の
役
人
に
も
伝
わ
り
、
食
料
や
暖
ぼ
う
用
の
薪
な
ど
が
あ
た
え
ら
れ

た
。
多
く
の
人
た
ち
の
支
え
と
二
人
の
懸
命
な
看
病
の
お
か
げ
で
、
初

か
い
ふ
く

右
衛
門
の
病
気
も
回
復
し
て
い
っ
た
。

つ
ゆ
と
と
き
が
青
蓮
寺
に
着
い
て
か
ら
四
か
月
が
経
ち
、

つ
い
に
親

子
が
旅
立
つ
時
、
か
き
た
。

た
び
し
ょ
う
ぞ
く

水
戸
藩
か
ら
は
親
子
に
真
新
し
い
旅
装
束
と

父
が
乗
る
た
め
の
か
ど
が
用
意
さ
れ
た
。
臼
杵
藩
か
ら
は
、
旅
の
付
き

そ添
い
役
が
二
名
来
て
く
れ
た
。
青
蓮
寺
は
見
送
り
に
来
た
村
人
た
ち

み

な

な

み

だ

お

で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
皆
、
自
に
涙
を
う
か
べ
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

「
あ
り
が
と
う
。
あ
り
が
と
う
。」

藩 現イの+ 肝藩F※3子日ぎ
あ ※ 支し ※ 

つ現在 水み 配し(1藩と? 藩
た 戸与
藩の藩ん た は

大分 城茨
地江
域戸

県
県部中

な時
中 ど代
吉日 のに. Lザ -

、

あ
部北 と。大名

つ
た ;こ カt

た
び
し
よ
う
ぞ
く

※
旅
装
束

旅
を
す
る
と
き
の
服
装
。



お
お
さ
か

こ
う
し
て
旅
を
許
さ
れ
た
二
人
は
、
臼
杵
の
港
か
ら
大
阪
行
き
の
船
に
乗
っ
た
。
つ
ゆ
二
十
二
才
、
と
き
十
九
才
の

時
だ
っ
た
。
臼
杵
を
出
て
十
七
日
目
、
船
は
や
っ
と
大
阪
の
港
に
つ
い
た
。
大
阪
か
ら
、
京
都
そ
し
て
東
海
道
へ
と
道

を
た
ず
ね
な
が
ら
旅
を
し
た
。

と

ち

ゅ

う

と

わ

途
中
、
恐
い
と
と
や
苦
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

め
ぐ

一
緒
に
江
戸
ま
で
旅
を
し
て
く
れ
た
人
、
食
べ
物
や
お
金
を
恵
ん

と

で
く
れ
た
人
、

家
に
泊
め
て
く
れ
た
人
も
い
た
。
見
ず
知
ら
ず
の
人
た
ち
の
あ
た
た
か
い
心
が
、
旅
の
き
っ
さ
を
い
や

し
て
く
れ
た
。

江
戸
、
常
陸
国
へ
と
長
い
道
の
り
を
進
み
、
や
っ
と
の
思
い
で
父
の
い
る
青

蓮
寺
に
た
ど
り
つ
い
た
の
で
あ
る
。

「
お
父
様
。」

「
つ
ゆ
、

よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
来
た
の
う
。
」

と
き
。
お
前
た
ち
、

さ
い
か
い

初
右
衛
門
が
旅
に
出
て
か
ら
七
年
七
か
月
ぶ
り
に
再
会
し
た
親
子
は
、

t包だ
き

合
っ
て
泣
く
ば
か
り
だ
っ
た
。
別
人
の
よ
う
に
変
わ
り
果
て
た
父
を
見
た
姉
妹

け

ん

め

い

か

ん

び

ょ

う

そ
の
日
か
ら
懸
命
に
父
の
看
病
に
あ
た
っ
た
。
姉
妹
は
旅
の
た
め
の
お
金

‘内t';"':'lj/~r 
.官.

. ， 

姉
妹
は
休
む
間
も
な
く
、
父
が
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
村
の
人
た
ち

み

ま

の
と
こ
ろ
に
お
礼
ま
わ
り
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
初
右
衛
門
が
病
気
に
な
り
七
年
も
の
問
、
村
の
人
た
ち
は
お
見
舞
い



病
気
の
父
を
迎
え
に
常
陸
国
へ

(
)
あ
た
た
か
い
心
に
支
え
ら
れ
た
姉
妹
の
旅
物
語
(
)

「
つ
ゆ
姉
さ
ん
、
や
っ
と
着
い
た
わ
ね
。
」

し
ょ
・
つ
れ
ん
じ

「
う
ん
、
こ
こ
が
お
父
様
の
い
る
青
蓮
寺
よ
。
」

つ

か

む

す

め

疲
れ
き
っ
た
二
人
の
娘
が
青
蓮
寺
に
た
ど
り
着

い
た
。

つ
ゆ
と
と
き
の
姉
妹
で
あ
る
。

ぶ

ん

ご

の

く

に

う

す

き

は

ん

二
人
は
豊
後
国
の
臼
杵
藩
か

ら
は
る
ば
る
常
陸
国
の
青
蓮
寺
ま
で
、
病
気
の
父
親
を
迎
え
に
や
っ
て
来
た
の
だ
。

二
か
月
か
け
て
歩
い
た
三
百
里
の
道
は
、

二
人
に
と

っ
て
長
く
苦
し
い
も
の
だ

っ
た
。

こ
の
物
語
は
、
今
か
ら
二
百
年
以
上
も
前
の
江
戸
時
代
に
あ
っ
た
実
話
で
あ
る
。

は

つ

え

も

ん

つ
ゆ
と
と
き
の
父
で
あ
る
初
右
衛
門
は
、

な

つ

ま

く

よ

う

亡
く
な

っ
た
妻
の
供
養
の
た
め
に
お
寺
め
ぐ
り
の
旅
に
出
た
ま
ま
、

七
年

も
の
問
、

れ
ん
ら
く

連
絡
が
と
れ
な
い
ま
ま
だ
っ
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、

二
人
の
も
と
に

む
ず
か

「
初
右
衛
門
は
、
常
陸
国
の
青
蓮
寺
に
い
る
。
重
い
病
気
で
旅
を
続
け
る
の
は
難
し
い
。
」

と
い
う
知
ら
せ
が
入
っ
た
。

わ
か

こ
れ
を
聞
い
た
姉
妹
は
、
今
す
ぐ
に
で
も
、
迎
え
に
行
き
た
か
っ
た
。
親
せ
き
か
ら
、
若
い
娘
の
長
旅
を
強
く
反
対

き
よ
か

二
人
は
正
式
な
「
旅
行
許
可
」
を
も
ら
う
た
め
に
代
官
所

さ
れ
た
が
、
父
を
思
う
気
持
ち
は
日
ま
し
に
大
き
く
な
り
、

う
っ
た

に
出
か
け
、

自
分
た
ち
の
思
い
を
訴
え
た
。
代
官
所
の
役
人
た
ち
も
、
姉
妹
の
父
を
思
う
強
い
気
持
ち
に
心
を
打
た
れ
、

ゆ
る

常
陸
国
ヘ
旅
を
す
る
こ
と
を
許
し
た
。

※
常
陸
国
の
青
蓮
寺

現
在
の
茨
城
県
常
陸
太
田
市

に
あ
る
寺
。

lEEZ ※ 

ト離。り 約千 一
ル 百。

一二里り
里り百
はキ
、ロ

約 メ
四
キ ト
ロ ル
メの

く
よ
、つ

※
供
養

し
て死
、者

その
のは霊で
冥~~ ~こ
福予供Z
を、え

祈出物
る?な

乙ど
とを

だ
い
か
ん
じ
よ

※
代
官
所

そ
の
土
地
の
政
治
を
行
う
所
。



11月 1日はおおいた教育の日
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